
2 0 0 6 年 機器 ･ 分析 グ ル
ー プ 活動報告

工学部 機器 ･ 分析グ ル
ー プ

前田浩 二

工 学部技術部 機器 ･ 分析グ ル
ー プ の 2 0 0 6 年活動報告を行う

｡
主 な依頼業務は

､

･ 三重大学作業環境測定

1 7 年後期 有機溶剤作業環境測定対象箇所 7 4 室

特定化学物質作業環境測定対象箇所 41 室

18 年前期 有機溶剤作業環境測定対象箇所 80 室

特定化学物質作業環境測定対 象箇所 4 5 室

粉 じん作業環境測定対象箇所 7 室

･ EP M A 測定

･ I R ス ペ ク ト ル 測定

･ 電界放射型s E M 撮影装置 の デジタ ル 化
･ E S C A 装置 の 技術指導

･ 水銀ポ ロ シ メ メ
ー

タ測定

･ 磁化測定

･ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド濃度測定

で ある｡ 今回は作業環境測定に つ い て 少 し説明

する
｡

作業環境測定 士 の 資格が必要な作業場と して

は
､ 例えば表1 に示すようなも の があり , それ

ぞれ法にお い て 測定頻度や記録 の 保存が定め

られ て い る｡ また図1 に示すように上浜キ ャ ン

パ ス で は ､ 毎年3 0 0 0 k g 程度 の 第1 種指定化学物

質が取り扱われ て い る
｡

そ こ で我 々 の グ ル
ー

プは図2 に示すように
､

特定化学物質､ 有機溶剤 ､ 粉 じん の 作業環境

測定を行 っ て い る｡ 測定を行う単位作業場所

の 数は少 しず つ 増加傾向にあり ､ 安衛法に対

する認識が深 ま っ て い るも の と思 われ る｡

今後ア ス ベ ス トや放射性物質に つ い て も測

定 ･ 評価を行う予定で ある
｡

最後に
､

大学が法人化され ､ 安全衛生

に つ い て 特 に厳 し い 目が向けられ て い る

昨今､ 研 究室 内 の 有害物質等 の 環境気中

濃度には十分な注意を払 い
､ 安全衛生法

で規定すると こ ろ の 作業環境基準を遵守

す る こ とが大切 で ある ｡

我 々 機器 ･ 分析グ ル
ー プ の 行な っ て い

る作業環境測定が
､ 快適な職場環境 の 実

現と労働条件 の 改善に つ ながり ､ 大学に

おける教職員と学生 の 安全と健康確保に

すこ し で も貢献する こ とが で きれば幸 い

で ある｡
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表1 作業環境測定士 の 資格が必要な主 な作業場

測定対象( 空気中濃度) 測定頻度
粉 じん

放射性物質
特定化学物質
鉛
有機溶剤

6 月 以内
1 月 以内
6 月 以内
1 年以内
6 月 以内

3 0 0 0

2 5 0 0

2 0 0 0

1 5 0 0

1 0 0 0

5 0 0
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環 境報告 書2 0 0 6 ( 環 境I S O 推進室) より

上浜 キ ャ ンパ ス 化 学物質取 扱量
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図1 上浜 キ ャ ン パ ス 化学物質取扱量
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図2 上浜 キ ャ ン パ ス に お ける単位作業場所数
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